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小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長
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貫

民
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殿

衆
議
院
議
員
川
田
悦
子
君
提
出
不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
不
履
行
の
違
法
性
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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日
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一
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号



衆
議
院
議
員
川
田
悦
子
君
提
出
不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
不
履
行
の
違
法
性
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
四
項
に
基
づ
く
地
方
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
に

つ
い
て
は
、
そ
の
交
付
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
救
済
命
令
が

確
定
し
た
場
合
に
使
用
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
け
れ
ば
、
同
法
第
三
十
二
条
に
基
づ
き
過
料
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
、
確
定
判

決
に
よ
っ
て
救
済
命
令
が
支
持
さ
れ
た
場
合
に
使
用
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
け
れ
ば
、
同
法
第
二
十
八
条
に
基
づ
き
禁
こ�

又

は
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
救
済
命
令
を
命
ぜ
ら
れ
た
使
用
者
は
、
そ
の
確
定
に
至
る
前
に
お
い
て
も
そ
の
命
令
を
履
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
行
政
上
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
、
救
済
命
令
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
は
中
央
労
働
委
員
会
に
再
審

査
の
申
立
て
を
し
、
又
は
救
済
命
令
の
取
消
し
の
訴
え
を
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
再
審
査
の
申
立
て

が
な
さ
れ
、
又
は
救
済
命
令
の
取
消
し
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
、
当
該
救
済
命
令
が
確
定
し
な
い
間
は
、
同
法
第
二
十
七
条

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
当
該
救
済
命
令
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
使
用
者
に
対
し
当
該
救
済
命
令
の
全
部
又

一



は
一
部
に
従
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
い
わ
ゆ
る
緊
急
命
令
を
発
し
た
場
合
を
除
き
、
使
用
者
は
刑
罰
又
は
行
政
罰
に
よ
り
当
該

救
済
命
令
の
履
行
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

労
働
委
員
会
は
、
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
が
同
法
第
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
旨
の
申
立
て

を
受
け
た
と
き
は
、
調
査
及
び
審
問
を
行
い
、
認
定
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
命
令
を
発
出
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

労
働
委
員
会
は
、
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
規
定

す
る
権
限
を
独
立
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
不
当
労
働
行
為
審
査
制
度
を
所
管
す
る
厚
生
労
働
省
は
、
同
法
第
七
条
に
規
定
す
る
個
別
の
不
当
労
働
行
為

事
件
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
対
し
、
行
政
指
導
す
る
立
場
に
は
な
い
。

二


